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都
道
府
県
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
病
床
数
適
正
化
を

図
る
地
域
医
療
構
想
の
議
論

促
進
に
向
け
、
厚
生
労
働
省

は
9
月
26
日
、
再
編
統
合
の

再
検
証
要
請
対
象
と
し
て
4

2
4
の
公
立
・
公
的
病
院
等

の
名
前
を
公
表
し
た
。
高
度

急
性
期
・
急
性
期
の
病
床
を

持
つ
全
国
1
4
5
5
の
公
立

・
公
的
病
院
等
の
診
療
状
況

を
分
析
。
▽
診
療
実
績
が
特

に
少
な
い
▽
類
似
の
診
療
実

績
を
持
つ
医
療
機
関
が
近
く

に
あ
る
、
の
い
ず
れ
か
に
当

た
る
場
合
、
再
編
統
合
の
議

論
が
必
要
と
判
断
し
た
。

総
務
省
は
、
再
検
証
は
地

域
の
実
情
を
十
分
踏
ま
え
た

議
論
が
重
要
と
し
、
全
国
知

事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国

町
村
会
の
地
方
執
行
三
団
体

と
厚
労
、
総
務
両
省
に
よ
る

「
地
域
医
療
確
保
に
関
す
る

国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を

設
置
、
10
月
4
日
に
初
会
合

を
開
い
た
。
執
行
三
団
体
は

「
地
域
に
よ
り
公
立
・
公
的

医
療
機
関
等
の
果
た
す
役
割

は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国

一
律
の
基
準
で
分
析
し
た
デ

ー
タ
だ
け
で
再
編
統
合
を
推

進
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な

く
、
地
域
住
民
の
不
信
を
招

い
て
い
る
」
と
反
発
。
厚
労

省
は
「
公
表
で
ハ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
こ
と
を
反
省

す
る
」
と
し
た
の
に
対
し
、

地
方
側
は
「
今
回
の
発
表
リ

ス
ト
は
返
上
し
て
ほ
し
い
。

で
き
な
け
れ
ば
、
民
間
を
含

め
て
発
表
し
て
ほ
し
い
」
と

主
張
し
た
。
今
後
、
医
師
の

地
域
偏
在
対
策
・
働
き
方
改

革
も
協
議
す
る
。

10
月
7
日
開
催
の
全
国
自

治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
遠
藤
政
幸
盛

岡
市
議
会
議
長
）
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
で
は
、

地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

各
構
想
区
域
の
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
る
よ

う
国
が
都
道
府
県
に
的
確
に

助
言
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
決
め
た
。

再
検
証
要
請
対
象
の
市
立

病
院
等
は
2
面
に
掲
載
。

令
和
元
年
度
市
町
村
長
及

び
市
町
村
議
会
議
長
総
務
大

臣
表
彰
式
が
10
月
4
日
、
全

国
町
村
会
館
で
開
か
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、
谷
津
邦
夫

前
三
笠
市
議
会
議
長
が
表
彰

さ
れ
、
市
議
会
議
員
を
代
表

し
て
表
彰
状
・
記
念
品
を
受

領
し
た
。

表
彰
は
、
市
区
町
村
長
と

し
て
通
算
20
年
以
上
、
市
区

町
村
議
会
議
長
と
し
て
通

算
12
年
以
上
在
職
し
、
地

方
自
治
の
発
展
に
功
労
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

が
対
象
と
な
る
。

表
彰
式
で
は
、
長
谷
川

岳
総
務
副
大
臣
か
ら
の
式

辞
、
渡
辺
進
二
郎
本
会
副

会
長（
調
布
市
議
会
議
長
）

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の

紹
介
な
ど
が
あ
り
、
最
後

に
、
谷
津
前
議
長
が
市
町

村
議
会
議
長
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
。

政
府
は
、
九
州
北
部
を

中
心
と
す
る
豪
雨
災
害
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
佐

賀
県
下
全
市

町
に
8
月
28

日
付
で
、
台

風
15
号
に
伴
う
停
電
被
害

を
受
け
た
千
葉
県
下
25
市

15
町
1
村
に
9
月
9
日
付

で
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
救
助

法
を
適
用
し
た
。

ま
た
、
総
務
省
は
、
両
災

害
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受

け
た
佐
賀
県
武
雄
市
及
び
千

葉
県
下
16
市
9
町
に
対
し
、

普
通
交
付
税
の
定
例
交
付
分

の
一
部
と
な
る
4
億
4
3
0

0
万
円
と
計
67
億
5
0
0
0

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ

交
付
し
た
。政

府
は
両
災
害
に

対
し
て
台
風
10
号
、

13
号
に
よ
る
暴
風
雨
、

台
風
17
号
に
伴
う
竜
巻
被
害

と
と
も
に
激
甚
災
害
に
指
定

す
る
運
び
。
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厚
労
省
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会会
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らら
前前
三三
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市市
議議
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谷谷
津津
氏氏

令令
和和
元元
年年
度度
総総
務務
大大
臣臣
表表
彰彰
式式

長谷川副大臣から代表受領する
谷津前議長（三笠市）
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野
尻
哲
雄
本
会
会
長
（
大

分
市
）
は
、
10
月
2
、
3
両

日
、
9
月
に
就
任
し
た
新
閣

僚
と
自
民
党
新
役
員
ら
に
対

し
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
併
せ
、
会
長

は
、
地
方
議
員
の
厚
生
年
金

加
入
や
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
堅

持
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

あ
い
さ
つ
先
一
覧
は
下
掲
。

高
市
早
苗
総
務
相
、
衛
藤

晟
一
一
億
総
活
躍
担
当
相
、

斎
藤
洋
明
総
務
大
臣
政
務
官
、

鈴
木
俊
一
自
民
党
総
務
会
長
、

森
山
𥙿
同
党
国
会
対
策
委
員

長
、
稲
田
朋
美
同
党
幹
事
長

代
行
、
中
根
一
幸
同
党
総
務

部
会
長
、
石
田
真
敏
衆
院
議

員
（
前
総
務
相
）
、
金
子
万

寿
夫
衆
院
議
員

野
尻
会
長

森山自民党国会対策委員長
（写真左）

衛藤一億総活躍担当相
（写真右）

石田衆院議員（前総務相）
（写真左）

新
閣
僚
自
民
党
新
役
員
に
あ
い
さ
つ

高市総務相
（写真左）

鈴木自民党総務会長
（写真右）

稲田自民党幹事長代行
（写真左）

第2098・9号 令和元年10月15日 （2）全国市 議 会 旬 報



新庁舎外観（同）

林時彦議長（丹波市）

山
口
県
長
門
市
の
5
階
建

て
新
庁
舎
が
9
月
2
日
、
完

成
し
た
。
地
元
産
の
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
、
中
層
庁

舎
で
の
木
造
化
は
全
国
で
も

先
進
的
な
取
り
組
み
だ
。

事
務
棟
で
あ
る
本
庁
舎
と

市
民
の
出
入
り
が
多
い
平
屋

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
で
木
造

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
（
延
べ
床

面
積
約
7
1
0
0
㎡
）
を
採

用
し
た
。
梁
、
柱
な
ど
の
構

造
材
に
ス
ギ
、
内
装
材
に
ヒ

ノ
キ
を
多
く
使
い
、
そ
の
量

は
原
木
換
算
で
2
3
0
0
�

に
及
ぶ
。

す
べ
て
の
階
に
耐
火
木
構

造
部
材
を
使
用
し
、
特
に
耐

火
性
能
で
厳
し
さ
が
求
め
ら

れ
る
1
階
部
分
の
柱
・
梁
で

と
も
に
国
の
性
能
基
準
「
2

時
間
耐
火
」
を
実
現
、
い
ず

れ
も
全
国
初
と
い
う
取
り
組

み
だ
。

こ
の
日
の
開
庁
式
で
大
西

倉
雄
市
長
は
「
（
延
べ
床
面

積
）
7
0
0
0
㎡
を
超
え
る

木
造
構
造
は
全
国
初
」
と
さ

ら
に
も
う
一
つ
の「
全
国
初
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

林
業
の
成
長
産
業
化
を
目

ざ
す
同
市
は
、
新
生
児
の
誕

生
記
念
に
木
の
お
も
ち
ゃ
を

贈
る
ほ
か
、
「
木
育
」
に
取

り
組
む
な
ど
、
か
ね
て
木
に

関
わ
る
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
平
成
24
年
に
は
「
木

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
基

本
方
針
」
を
策
定
、
公
共
施

設
で
の
木
材
利
用
を
進
め
て

お
り
、
木
造
新
庁
舎
の
建
設

は
そ
の
一
環
だ
。

新
庁
舎
の
総
事
業
費
は
46

億
8
0
0
0
万
円
。
こ
の
う

ち
約
5
億
円
は
木
造
建
築
物

の
普
及
を
目
指
す
国
土
交
通

省
の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築

物
先
導
事
業
（
木
造
先
導

型
）
」
の
補
助
金
で
賄
わ
れ

た
。

◆

◆

◆

▽
長
門
市
（
山
口
県
）

〒
7
5
9
―
4
1
9
2

長
門
市
東
深
川
1
3
3
9
―
2

☎
0
8
3
7
―
2
3
―
1
2
4
8

ＦＡＸ
0
8
3
7
―
2
2
―
6
3
5
3

丹
波
市
議
会
は
、
9
月
定

例
議
会
中
の
9
月
8
日
の
日

曜
日
に
、
市
議
会
と
し
て
初

め
て
の
日
曜
議
会
を
開
催
し

た
。
3
月
に
本
会
議
開
催
1

0
0
回
を
迎
え
、
11
月
1
日

に
市
制
施
行
15
周
年
に
な
る

こ
と
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

実
施
。
前
年
度
の
本
会
議
の

傍
聴
者
が
一
日
平
均
3
人
だ

っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
日
は

33
人
の
市
民
が
訪
れ
、
傍
聴

席
は
終
日
満
席
と
な
っ
た
。

「
平
日
は
仕
事
な
ど
で
傍

聴
で
き
な
い
市
民
の
皆
様
に

も
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と
議
会
だ
よ

り
な
ど
で
呼
び
掛
け
た
。
当

日
は
会
派
代
表
質
問
に
6
人

の
議
員
が
立
ち
、
谷
口
進
一

市
長
に
事
務
執
行
の
状
況
や

将
来
の
方
針
に
つ
い
て
所
信

を
た
だ
し
た
。

初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
た

30
代
の
男
性
は
日
曜
議
会
に

つ
い
て
、
「
日
頃
は
来
る
こ

と
が
難
し
い
場
所
に
参
加
で

き
て
よ
か
っ
た
。
勉
強
に
な

る
こ
と
が
多
い
」
と
ア
ン
ケ

ー
ト
に
回
答
し
た
。
他
に

も
多
く
の
市
民
か
ら
平
日

昼
間
以
外
の
本
会
議
開
催

を
望
む
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、

初
め
て
の
傍
聴
者
か
ら
は

「
専
門
用
語
が
多
く
使
わ

れ
分
か
り
に
く
い
」
「
早

口
で
聞
き
取
り
に
く
い
」

と
い
う
回
答
も
寄
せ
ら
れ

た
。

林
議
長
の
話

近
年
、
傍
聴
者
数
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
ど
れ
だ
け

の
市
民
の
方
々
が
関
心
を
持

っ
て
来
て
い
た
だ
け
る
か
心

配
し
て
い
た
。
し
か
し
、
終

日
満
席
に
近
い
状
況
で
、
傍

聴
者
の
方
々
の
感
想
も
概
ね

好
評
で
あ
っ
た
。
特
に
初
め

て
の
方
も
多
数
来
て
い
た
だ

い
た
。
今
後
は
、
同
様
の
開

催
を
望
む
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
課
題
の

ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
て
い
き

た
い
。

◆

◆

◆

本
会
の
「
平
成
30
年
度
市

議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態

調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
29

年
1
年
間
に
休
日
議
会
を
開

催
し
た
の
は
19
市
区
21
件
。

新庁舎
落 成

市市
制制
1155
周周
年年
記記
念念

全全
国国
初初「「
木木
造造
」」55
階階
建建
てて

初初
のの
日日
曜曜
議議
会会
にに
傍傍
聴聴
席席
満満
席席

〜〜
山山
口口
県県
長長
門門
市市
〜〜

兵兵
庫庫
県県
丹丹
波波
市市
議議
会会

日曜議会を傍聴する市民ら
（写真＝丹波市提供）

梁、柱に木材を使用した吹き抜け
（写真＝長門市提供）

（3） 令和元年10月15日 第2098・9号全国市 議 会 旬 報
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国宝高田本山専修寺
（写真＝津市提供）

岡幸男議長（津市）

三
重
県
津
市
（
本
会
東
海

部
会
長
市
）
に
今
年
7
月
、

初
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
誕
生

し
た
。
地
元
由
来
の
知
ら
ぬ

人
は
い
な
い
と
い
う
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
を
主
題
に
し
た
施
設
。

「
お
い
し
く
」
「
楽
し
く
」

遊
べ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
家

族
連
れ
を
中
心
に
人
気
を
集

め
て
い
る
。

「
お
や
つ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

（
本
社
津
市
）
の
久
居
工
場

（
同
市
森
町
）
隣
に
建
て
ら

れ
た
、
そ
の
名
も
「
お
や
つ

タ
ウ
ン
」
。

同
社
が
人
気
商
品
ベ
ビ
ー

ス
タ
ー
ラ
ー
メ
ン
を
発
売
し

て
60
年
。
鉄
骨
2
階
建
て
の

工
場
一
体
型
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
に
は
菓
子
作
り
見
学
コ
ー

ス
は
も
ち
ろ
ん
、
好
み
の
味

の
ベ
ビ
ー
ス
タ
ー
ラ
ー
メ
ン

が
作
れ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
、
人
気
の
的
に
。

遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る
国

内
最
大
級
の
屋
内
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

子
ど
も
連
れ
用
の
趣
向
が
満

載
だ
。

市
中
心
街
か
ら
車
で
約
15

分
と
簡
単
に
行
け
る
。
前
葉

泰
幸
市
長
は
開
業
セ
レ
モ
ニ

ー
で
「
家
族
連
れ
の
場
合
は

お
や
つ
タ
ウ
ン
と
と
も
に
榊

原
温
泉
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん

の
場
合
は
国
宝
高
田
本
山
専

修
寺
に
立
ち
寄
れ
る
。
津
市

の
他
の
観
光
施
設
と
連
携
し

て
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

昔
か
ら
伊
勢
神
宮
参
拝
の

際
に
身
を
清
め
る「
湯
ご
り
」

の
温
泉
と
し
て
知
ら
れ
る
の

が
榊
原
温
泉
。
専
修
寺
は
、

御
影
堂
と
如
来
堂
が
建
造
物

と
し
て
県
内
で
初
め
て
国
宝

指
定
さ
れ
、
津
の
観
光
地
紹

介
で
は
第
一
に
名
前
が
挙
が

る
。こ

れ
ら
の
代
表
的
な
観
光

地
の
ほ
か
、
初
代
津
藩
主
藤

堂
高
虎
ゆ
か
り
の
津
城
（
現

公
園
）
や
、
観
音
さ
ん
の
呼

び
名
で
親
し
ま
れ
る
惠
日
山

観
音
寺
も「
お
や
つ
タ
ウ
ン
」

後
に
辿
る
市
の
推
奨
ド
ラ
イ

ブ
コ
ー
ス
だ
。

今
年
4
月
1
日
に
市
誕
生

1
3
0
周
年
を
迎
え
た
津
市
。

記
念
の
年
に
趣
の
異
な
る
レ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
し

て
観
光
地
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
た
。
市
関
係
者
の

喜
び
と
期
待
は
大
き
い
。

岡
議
長
の
話

三
重
県
の
中
央
部
に
あ
る

津
市
は
中
部
・
近
畿
へ
の
結

節
点
と
し
て
ア
ク
セ
ス
が
良

好
で
、
県
庁
所
在
地
と
し
て

行
政
機
関
、大
学
、文
化
施
設

な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
し

て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
、
伊
勢
湾
に
面
し
た

穏
や
か
な
海
、
清
少
納
言
ゆ

か
り
の
榊
原
温
泉
、
映
画
の

舞
台
と
な
っ
た
美
杉
の
癒
し

の
森
な
ど
多
種
多
様
な
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
一
昨
年
に
は
、
高
田
本

山
専
修
寺
の
御
影
堂
、
如
来

堂
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
寺

内
町
の
町
並
み
と
と
も
に
文

化
・
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
当
市
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
議
長

▽
韮
崎

宮
川
文
憲（
30
・
11
・
22
）

▽
宇
佐

衛
藤
博
幸（
5
・
10
）

▽
塩
尻

丸
山
寿
子（
5
・
13
）

▽
府
中（
東
京
）

横
田

実（
5
・
13
）

▽
日
向

黒
木
高
広（
5
・
13
）

▽
輪
島
一
二
三
秀
仁（
5
・
15
）

▽
枚
方

前
田
富
枝（
5
・
17
）

▽
木
津
川
山
本
和
延（
5
・
17
）

▽
武
蔵
野小

美
濃
安
弘（
5
・
20
）

▽
和
光

吉
田
武
司（
5
・
20
）

▽
藤
井
寺
片
山
敬
子（
5
・
24
）

▽
宍
粟

東

豊
俊（
5
・
24
）

▽
深
川

鶴
岡
恵
司（
6
・
20
）

▽
七
尾

杉
木

勉（
6
・
28
）

▽
蕨

前
川
や
す
え（
7
・
24
）

▽
大
月

萩
原

剛（
7
・
29
）

▽
平
川

福
士

稔（
8
・
1
）

▽
妙
高

関
根
正
明（
8
・
1
）

▽
東
根

細
矢
俊
博（
8
・
5
）

▽
尾
花
沢
大
類
好
彦（
8
・
5
）

▽
鯖
江

水
津
達
夫（
8
・
5
）

▽
刈
谷

山
崎
高
晴（
8
・
5
）

▽
本
宮
渡
辺
由
紀
雄（
8
・
6
）

▽
滝
沢

日
向
清
一（
8
・
7
）

▽
白
石

小
川
正
人（
8
・
7
）

▼
副
議
長

▽
韮
崎

浅
川
裕
康（
30
・
11
・
22
）

▽
宇
佐

河
野
康
臣（
5
・
10
）

▽
塩
尻

永
井
泰
仁（
5
・
13
）

▽
府
中（
東
京
）

須
山
た
か
し（
5
・
13
）

▽
日
向

柏
田
公
和（
5
・
13
）

▽
輪
島

西

恵（
5
・
15
）

▽
上
天
草
西
本
輝
幸（
5
・
15
）

▽
古
賀

田
中
英
輔（
5
・
16
）

▽
枚
方

上
野
尚
子（
5
・
17
）

▽
木
津
川
河
口
靖
子（
5
・
17
）

▽
武
蔵
野川

名
ゆ
う
じ（
5
・
20
）

▽
和
光

待
鳥
美
光（
5
・
20
）

▽
藤
井
寺
木
下

誇（
5
・
24
）

▽
宍
粟

林

克
治（
5
・
24
）

▽
深
川

田
中
昌
幸（
6
・
20
）

▽
七
尾

木
下
敬
夫（
6
・
28
）

▽
蕨

保
谷

武（
7
・
24
）

▽
大
月

鈴
木
章
司（
7
・
29
）

▽
加
古
川
稲
次

誠（
7
・
29
）

▽
平
川

大
澤
敏
彦（
8
・
1
）

▽
妙
高

堀
川
義
徳（
8
・
1
）

▽
東
根

髙
橋
光
男（
8
・
5
）

▽
尾
花
沢
伊
藤

浩（
8
・
5
）

▽
鯖
江

福
原
敏
弘（
8
・
5
）

▽
刈
谷

加
藤
廣
行（
8
・
5
）

▽
本
宮

三
瓶
裕
司（
8
・
6
）

▽
滝
沢

藤
原

治（
8
・
7
）

▽
白
石

澁
谷
政
義（
8
・
7
）

▼
事
務
局
長

▽
五
泉

熊
倉

央（
4
・
1
）

▽
鯖
江

白
崎
光
男（
4
・
1
）

▽
韮
崎

功
刀
重
文（
4
・
1
）

▽
潮
来

石
井
俊
哉（
4
・
1
）

▽
糸
島

船
越
誠
一（
4
・
1
）

▽
宇
佐

麻
生
公
一（
4
・
1
）

▽
日
向

門
脇
功
郎（
4
・
1
）

▽
木
津
川
金
森
利
雄（
7
・
1
）

議議
会会
人人
事事

部会長市
紹介⑤

菓菓
子子
のの
テテ
ーー
ママ
パパ
ーー
クク
誕誕
生生

〜〜
津津
市市
〜〜

おやつタウン（写真＝同社提供）
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